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チーム学習 – 総計25時間 / 時間外学習 – 総計20時間  合計45時間のプログラムとなります。 
 

お問合せ・お申込みは 

株式会社JTB 観光庁長官登録旅行業第64号 
【教育第一事業部】  
〒163-0431 新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビル31階  

TEL :03-5909-8012 FAX : 03-5909-8017  

お問合せ：kyoiku1_01@jtb.com  
営業時間: 月～金曜日（祝日を除く）09:30～17:30・年末年始休業12月28日～1月4日 

※キャンセル等のお申し出は必ず弊社営業時間内にてお願いいたします. 

 

 

申込締切日: 202１年12月13日（月）まで 
【催行決定日】 2021年12月23日（木） 

※最少催行人数に満たなかった場合は、全額返金となります。 
申込の流れ: 専用サイトからのお申込み⇒申込金の振込⇒当社入金確認 
1. JTBオンラインプログラムお申込サイトへより申込 
右記のQRコードより専用サイトにログインいただきお申込登録をしてください。 
初回申込の方は画面の「新規登録」よりユーザー登録完了の上進めてください。 

パスコード： svbAWxg2aQ ※専用ページ上部の検索バー          へ入力 

 
2. 申込金 15,000円のお振込み 
参加申込書を受け取り次第、申込金請求書を発行いたします。指定口座に期日ま
でにお振込ください。申込登録と申込金を受領次第、手配を開始いたします。 

 

  
 

  【コース期間】 2022年2月15日（火）～2022年2月25日（金） 
※土日祝日を除く上記8日間に、2日間の事前事後学習を含む10日間  

【参加代金】 15名以上参加の場合…96,000円 

10～14名参加の場合…111,000円 

【定員】 最大30名（先着順） ※最少催行人数１0名 

 

 

 
催行確定後～1月14日（金）まで・・・15,000円 
1月15日（土）～2月14日（月）まで・・・参加代金の50％ 

2月15日（火）以降・・・参加代金の100％ 

 

 

※本プログラムのお申込みにあたり、別紙に定める利用規約をご確認の上、  
お申込みフォームの「利用規約に同意する」のご質問にチェックをお願い   
いたします。 

 
 

幸福度上位国のデンマークの手厚い社会保障と 

子供達主体の教育から学ぶ幸せのヒント 

 

 

お申込みサイトはこちら     

本プログラムは、日本の大学生とアジア（フィリピン、タイ、ベトナム、ロシア等）の海外学生の

参加者が共に４つのグローバルイシューのコースにおいて共学し、共に未来想像のための課

題解決、及び新しい提案を創造するプログラムです。プログラム内では各トピックにおける

チェンジメーカーや大学教授、社会起業家などを迎えて、その取り組みの講話やクロースト

ークセッションを通して、彼らのChallenge＆Changeを理解した上で、海外参加生とと

もに、課題や価値を共有し、共に未来創造の提案プレゼンテーションまで共学します。 

※本チラシの他、３つの異なるテーマのプログラムを設定しています。 

プログラム中全てのセッションにおいて、各チームに配属されるフィ

リピン人メンターが各グループのファシリテートを行い、ゴールへ導

きます。またプログラムの最後にはオフセッションとして、明治大学の

学生からチーム別に海外参加生やメンターに対して、プレゼンテーシ

ョンとは別に交流アクティビティを企画し、その発表セッションを準備

しています。 

『本当の豊かさ・幸福とは何か？』 
国際幸福デーの3月20日に国連が毎年発表している「世界幸福度ランキン

グ」で、2020年の日本の順位は62位。世界156カ国を対象に2012年か

ら行われているこの調査で、日本は過去最低順位をランキングしました。で

は、人はどのように幸せを感じるのでしょうか？お金？学歴？仕事？家

族？自由？これから、社会また世界に踏み出していく子供達にとって、今し

っかりと自分の価値観・基準を知っておくことは大切なことです。 

「自分の幸せの基準」を考え、自覚し認識する。それを実現する、維持するた

めに「今」「これから」取り組むことを考える。また、同時に「周りの人の幸せ

の基準」も知り、受け入れ、みんなが「幸せを感じられる世界」にするために

自分ができることを考えます！ 

画像提供 GG co.,Ltd. 
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